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地区 主 な 区 域 お よ び 経 由 地 等 業者番号 

七和 

高野、前田野目 長峰・村中・川崎・桜ケ峰、持子沢、県道～あかね荘まで 30 

前田野目野脇、犬走のー部（前田野目バス停周辺）、俵元～高野までの狭陰路線、狼野長根公園駐車場、前田野目公民館 28 

俵元、原子、羽野木沢、持子沢笠野前のー部（東高校周辺、持子沢コミュニテイ消防セソターより南側）、七和支所
羽野木沢小学校、公民館原子分館、第二中学校、俵元加エセンタ― 

21 

長橋 

戸沢・石田坂 
（金山大溜め池の東側～戸沢分館周辺～石田坂分館周辺）、若山のー部（若山バス停前～松野木交差点ノ＼の幹線東側） 

18 

平町、松野木花笠（松野木会館西側の通り、上松野木バス停向かい大山砥神社通り、地名が「字有俵」に隣接する通切 20 

こめ米口ード（サソクス福山店横～中泉の神ストアー交差点）、神山（闇雨龍神社横の通りを除く） 
野里のー部（長橋溜池向かい～ことぶき造園十字路～野里集会所、国道 101沿い乳井商店横）、豊成 

21 

浅井の一部（民宿どんどん前の通り、浅井分館前） 22 

境山、浅井～野里（農協野菜出荷施設裏通り～金星バチソコ駐車場横～野里集会所～高橋酒店角～野里不燃物埋立地） 30 

野里奥野、持ノ沢溜池の西側、野里野岸、福山広富、福山広富～神山野岸への通り（閥櫛引工業所第2資材置き場前～福山 
コミュ二テイ消防セソター～美秀園横）、野里牧原の一部（赤帽横から西方向の道路） 
神山野岸、神山鶴野（長橋支所となり闇雨龍神社横～育苗センター通り）、豊成田子ノ浦（青森東日流農産横西側） 
長橋支所、農産物加工センター、長橋小学校、っっじケ丘ふれあいハウス 

29 

松島 

ー野坪（石畑、中村、前葱などの五農高前駅から北西方面）、漆川の一部（馬性）、一野坪小学校 20 

東芝前バス通り、漆川浅井（松島町5丁目市営住宅向かいの地域を除＜) 
石岡藤巻、米田、唐笠柳のー部（ドーム裏通り、村崎、寺田精米所通り、ニ本柳バス停付近） 

6 

漆川エ業団地（日立周辺、金山地区の工業団地） 

吹畑藤巻（北地方農林水産事務所（旧：北農村整備事務所）と東芝駐車場周辺）、漆川浅井（松島5丁目市営住宅向かいの地域） 
袖掛（閣三和電工向かい側）、鍋懸、太刀打早蕨（国道339号より南側） 

12 

イトーョーカドー付近（国合同庁舎角から東西、南北方向への道路） 13 

唐笠柳藤巻（藤巻温泉二ュータウソ、エルム二ュータウソ、唐笠柳二ュ一タウソ）、唐笠柳村崎（八晃園となり住宅地） 
唐笠柳～水野尾（五所川原ガスそば交差点～太田酒店～末広ロバス停） 
水野尾～富耕～松野木福泉（水野尾バス停向かい～富机橋～福岡西ロバス停～・福岡東ロ屯所裏通切 

14 

太刀打常盤・麻ノ葉・柳川（桃崎バス停と高杉建設の周辺）、一野坪馬繋場の一部（ー野坪小学校向かい一野坪二ュータウン） 

水野尾懸樋（食事処でんでん付近） 
水野尾宮井（水野尾バス通り コミュ二テイ消防セソタ一から三屋ロバス停そば交差点までの西側） 

26 

金山、川代田と 悪戸橋～コミセン松島～かいどうふれあいハウス～葬斎園～若山バス停までの幹線 27 

飯詰 

飯詰と下岩崎の一部（県道五所川原・金木線の東側、飯詰小周辺）、飯詰支所、飯詰小学校、飯詰浄水場 16 

飯詰と下岩崎のー部（県道五所川原・金木線の西側） 24 

興隆（坂ノ上集会所～朝日沢田バス停そば交差点～おけさ沼方面） 18 

毘沙門 毘沙門・長富、毘沙門～共栄間（大泊溜池の北側と南側の通り）、毘沙門支所、毘沙門小学校、農業センター 5 

三好 
藻川、藻川地区集落排水センタ一そばから南東へ延びる藻川幹線、藻川コミュニテイ消防センタ― 8 

鶴ケ岡 鎌田、川袋、高瀬、中央クリーンセンタ一、三好小学校、三好支所、高瀬集会所駐車場、三好診療所 10 

三好 
中川のー部 

川山、種井、鶴ケ岡福田（勝」~隔そば地蔵堂より北側）、新津軽大橋～浄化センタ一手前までの道路、種井橋通り
コミュニテイセンタ一中川 

4 

中川 
桜田鴻ノ巣（国道339号より西側）、沖飯詰 帯刀と男鹿のー部6中飯詰小学校の裏手を囲む道路と、稲荷神社前と田ロ板金付近） 7 

田川、田川集会所 10 

五所川原地区除排雪委託業者連絡先―覧 

番号 社名 電話番号 

1 翻東北冷暖設備エ業（唐笠柳） 35一9411 

2 同伊藤組（飯詰） 39-7030 

3 梅沢工業（中泉） 28-3256 

4 脚外崎建設（長橋） 36-3253 

5 江良産業閥（毘沙門） 36-2503 

6 開寺栄建設（松島町） 34一4756 

7 ()笠井興業（沖飯詰） 36一3111 

8 佐藤工業所（藻川） 36一2448 

9 ()相五土木（広田） 35一0988 

10 ()捜井建材（長富） 36一3719 

11 開外崎配管設備（烏森） 35-98 16 

12 笠井建設（松島町） 35一5757 

13 ()白戸土建（七ッ館） 28一2840 

14 青工建設欄（稲実） 34一9231 

15 翻坂本光組（飯詰） 37一3737 

16 糊坂本興業（飯詰） 37-334 1 

番号 社名 電話番号 

17 翻花田建設（上平井） 35一1805 

18 欄小田桐エ務店（漆川） 38-5211 

19 脚小田桐建設（広田） 35- 2684 

20 ()小野水道工業所（ー野坪） 35一72巧 

21 欄エ藤由建設（豊成） 29- 2460 

22 欄白勝建設（七ッ館） 28 -3106 

23 ()五所川原総業（小曲） 34一6241 

24 ()柴田産業（飯詰） 37一3331 

25 翻工藤興業（米田） 35一1881 

26 ()西北舗装（柳町） 34一2633 

27 閣小枝設備エ業（みどり町） 34一8230 

28 ()七和土木工業（高野） 29-2263 

29 翻美秀園（神山） 29一3682 

30 翻丸清起業（豊成） 29-3777 

31 ()三和園芸土木（七ッ館） 28- 2846 
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各地区の除雪について委託業者名をお知らせいたします。 

このことにより、市民の皆さん・市・委託業者の3者が協調して効率的に雪対策／＼取り組むことが期待できます。 

皆さんのご協力をお願いいたします。 

また、除排雪の出動については、道路パトロールや降雪量、降雪予報をもとに除排雪対策本部が委託業者ノ＼出 

動の指示を出すことになっております。 

五所川原地区除排雪委託業者―覧 

地区 主 な 区 域 お よ び 経 由 地 等 業者番号 

全域の
幹線 

こめ米口一ド（悪戸橋付近～国道339 号交差点）、四中通り（沖飯詰国道 339 号交差点～四中前～藤兵衛橋～飯塚宅角） 
飯詰交差点～若山幹線（経営コンサルタントなるみ交差点～飯詰十文字バス停～興隆橋～若山バス停～若山分館～ 
松野木長尾商店交差点）、玉清水牧場（スキー場まで）、県立少年自然の家（少年自然の家入りロ交差点から）、 
第四中学校、松が丘ふれあいハウス 

15 

若葉 
若葉（バス通りを除＜）、新宮岡田（五小東側の県営新宮団地そば住宅地）、五所川原小学校 
長橋広野のー部（県営新宮団地通路、市浄化センター周辺） 

1 

松島町 
松島町（1丁目から3丁目、 4- 8丁目のバス通り）、松島会館 6 

松島町（4丁目～8丁目のバス通り以外）、西北中央病院官舎、第一中学校、中央小学校、給食センタ― 12 

みどり
町 

みどり町（1・2・3・4・7・8丁目）、第三中学校 19 

みどり町6丁目、やなぎぬま公園～広田神明宮向かいまでのバス通り、 8丁目の一部（バス通りから1本北側の道路） 13 

小曲 小曲、農村婦人の家 24 

市
 
中
 
心
 
部
 

新宮町、新宮、芭蕉、蘇鉄 （JR線路より北側）、新宮集会所 15 

雛田、下平井町、十川団地（国道339号と津鉄の線路、プラザマリュウ・エルム通りと十Jl暗交差点～十川駅そば踏切に囲
まれる地域） 

23 

くるみ園、オルテンシア、浄化センター 1 

幾世森、下平井町のー部（国道 339 号沿い北側で、第2さっき保育園より旧十川までの区域） 
末広町の一部（聖心幼稚園付近と県道より土手側）、雛田・五月町、ほか市中心部の狭険路線、しきしまコミュニテイセンタ― 

蓮沼、不魚住、元町（野球場～第一高校交差点の通り沿いで土手側の地域、南小学校そば警察官舎向かい側2本の道路～コ 
ーポミナミ角～富士見市営住宅～市民体育館裏～貴久屋横） 
田町（サンルートパテイオ横から南小学校まで、五所川原電装の裏通切 
栄町（トョタ自動車横から裏の通り、住友生命栄支部前の通り）、水道事業所、南小学校、体育館、図書館、資料館 

17 

柳町、岩木町、寺町、錦町、幾島町、柏原町のー部（西北温泉前の通切 
中平井町のー部（五所川原高校前通り）、上平井町のー部（五所川原高校向かい山ロ水道横の通切 
新町の一部（新町集会所横の一方通行） 

16 

鎌谷町、一ッ谷（鎌谷町・東北電力変電所前の県道北側で津鉄線路とプラザマリュウ・工ルム通りに囲まれる区域） 
地域職業訓練センタ― 

25 

長橋橋元（旧五小跡の住宅地）、職安横 JR 線路沿い、旭町、上平井町の一部（NTT裏通り）、 
雛田の一部（山本耳鼻科正面と裏手のー方通行） 
下り枝・烏森・吹畑藤巻のー部（しまむら～神明宮～脚青和設計そば交差点までの通り沿いで旧十川までの区域） 
鎌谷防災センタ一、中央コミュニテイセンター 

26 

下り枝のー部（工ルム大橋通りとはるにれ橋通りの間でプラザマリュウ・工ルム通りから旧十川までの区域） 9 

鎌谷町とーッ谷のー部（プラザマリュウ・エルム通りより東側）、ーッ谷橋 7 

八重菊、下り枝、烏森（東西がプラザマリュウ・工ルム通りとJR線路に挟まれる地域で、北側は東北電力変電所前の県道
から南側がモ一タースクールまで） 

2 

栄
  

湊千鳥のー部（市営千鳥団地周辺、平山建設周辺）、姥庖桜木のー部（青森綜合警備保障脚周辺） 2 

湊千鳥のー部（湊大橋側道、北五建設会館の通り、旧平山家南側正面、宮崎古物店前の通切 
湊船越の一部（理容KAM I時代横から土手まで） 

17 

姥泡桜木・湊船越のー部（森羽段ボ一ルと()工ムス前の通り～栄橋～猫測、三ッ谷、大巻踏切通り、姥泡高架橋（花菖蒲橋）横） 
七ッ館虫流、稲実稲葉、広田榊4の広甲堰より東側住宅地 
（光が丘二ュータウソ第4、ひかし光が丘二ュータウソ、みなみ広田団地） 

21 

稲実米崎、湊千鳥 (7ラザ又2ュ之刃kタ通りう塾迎車側で旧+JIIまでの間、青森マッダ自動車より南側の区域・大川団地） 
姥葱桜木・船橋（夕イエ-1ュP11川J,j占lJ近、弟ーJf橋町内会）、栄小学枚 

9 

姥庖船橋のー部（はるにれ住宅団地、二ュータウソ工ルム、栄小学校前T字路交差点までの道路） 
サンビレッジ五所川原、っがる克雪ド―ム 

13 

稲実（稲実バス停周辺）、開野（中央公民館稲実分館横を入った住宅地と周辺） 14 

姥落船橋（国道 101 号みどり橋そば文化シャッタ一鱗〕五所川原出張所付近） 
広田柳沼の一部（昭和二ット脚となり二ュータウソ広田、トョペット脚五所川原店横～中央水産～⑥ー心工業横、スーパ― 
云ら万んを囲る住毛厄E閥角弘広田ガソリソスタソド横まであ通り）『雇用促進往毛 

15 

広田藤浦、下り松、七ッ館鶴ケ沼（梅田橋～三輪小の通りから市内方向の国道と十川問の区域）、 
広田橋南側～梅田の通り（広田橋の南側～専念寺～梅田保育園） 

19 

七ッ館 虫流・鶴ケ沼・柏枝（国道 101号三輪小そばの交差点から学校前の通り、その交差点より青森方面）、三輪小学校 22 

稲実米崎・稲葉、広田榊森の各ー部（光ケ丘団地・広平二ュータウソ・()山田工務店周辺など、スーバーなりかん前通りの
東側から広田堰までの国道 101 号より北側の住宅地） 

31 

梅沢 

梅田、中泉、梅沢支所、集落排水処理施設 3 

広田橋南側～梅田の通り（広田橋の南側～専念寺～梅田保育園） 19 

梅田福浦のー部（国道 101号沿い閣NCアバレルとなり南みっわ団地） 22 

3 平成18年12月15日 
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金木地区除雪委託業者―覧 

地域の区分 業者名等 電話番号 

金木地区 
喜良市岩見町・野崎・ 

坂本（更生地区）含む 

金木総合支所 
建設課 

53-2111 

川倉地区 泉 谷建設 521 2104 

藤枝地区 ()白寛建設 53一3332 

沢部・蒔田・神原地区 
広域農道・ー部金木含む 

()前進エ業 53一2976 

喜良市地区 同前田建材 52-5747 

嘉瀬 1号地区 同須崎建設 52一3571 

嘉瀬 2号地区 斉 藤 建 設 52一5281 

雪置き場は、 

藤枝ため池

をご利用＜

ださい。 

嘉
瀬
地
区

の
区
分
に

つ
い
て
 

ノ 

旧太器ハ学校グ， 

一小泊 

雪置き場 

●  
旧太田小学校 

脇元漁業協同組合事務所東側 「

9+ie 
小学校 

雪置き場 

へ 
旧十三小学校グラウンド 

馴 
き鱗畿驚購 
ご利用ください。 

/ 
大沼公園駐車場

大沼公園駐車場 

「 旧葛西製材所向かい  

~ 一」泊 国道339号 相内→ 

I 	 旧 
I 	磯 	 葛 
I 	松 、 	西 

~ I'I  
し一一ー 市道 雪置き場 

	ノ 
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車道や歩道の雪で困っている時のお問い合わせ先 
【国道・県道】 
五所川原県土整備事務所道路管理課 皿35-2 106 

【市 	道】 
五所川原地区：除排雪対策本部 代冷5-432 1 

市役所土木課 TEL 35一2111 内線304 

金木地区：金木総合支所建設課 TEL 53 一2111 内線210 
市浦地区：市浦総合支所建設課 TEL62-2 111 内線24 

今年も市では、全力をあげて除排雪作業に取り組んでまいりますが、効率的な作業を行うために市民の皆さんの

ご協力が必要です。雪の除排雪作業にお困りの方はご連絡＜ださい。 

高齢者除雪等支援“ 
介護福祉課 高齢福祉係 

1EL35-21 11 内線275 

市では、在宅のひとり暮らし高齢者等が

自立した生活を維持していくために、有償

の「雪片付け支援事業」を行っています。 

◇事業対象…市内に居住する概ね65歳以上

の市民税非課税世帯に属する

ひとり暮らし高齢者等であっ

て、自立した生活を維持して

いくために間口除雪等の支援

が必要な方 

◇事業内容…間口除雪等の雪片付け 

※作業は、市が委託した(t)五所川原市シ

ルバー人材センターの会員が行います。 

◇利用者負担・・・1時間 550円 

000OO つ OOOO"" ’●●●●●●●●●●．OO 0000.S.S ● t0000 

◇申し込み先 

名称 電話番号 担当地区及び区域 

青山荘在宅介護 

支援センタ― 
35-5225 

飯詰地区、長橋地区（戸沢・ 
松野木・神山）、松島地区（太 
刀打・一野坪・水野尾を除く） 

あかね在宅介護支援センタ― 29-3532 七和地区、長橋地区（豊成） 

白生会在宅介護 

支援センタ― 
33-3 102 五小学区、松島地区（太

刀打・一野坪） 

祥光苑在宅介護 

支援センター 
3 6-33 0 0 三好地区、毘沙門地区、 

中川地区 

さかえ在宅介護 
支援センタ― 

38-300 0 
松島地区（水野尾）、栄地区 
（七ッ館・広器を除＜）、 
長橋地区（浅井・野里畔畠山） 

崩順i誰舗祉臓鉦宅jl護媛セソター 34-3400 南小学区、一ッ谷 

うめた在宅介護 
支援センター 

28-2829 梅田地区、栄地区（七ッ館・
広田） 

金木在宅介護支援センター 54-1051 金木地区 

市浦在宅介護支援センタ― 6 2-3303 市浦地区 

社五所川原市シルバー人材センター TEL 34-8844 または 皿35-2111 内線265 

シルバー人材センターでは、会員による有償の雪片付け業務を行っています。 

◇業務内容…玄関周り等の除排雪 

※利用時間、金額など詳細はセンターまでお問い合わせください。排雪を希望される場合は、別途車代等の 

負担がかかります。 

fi'0OOOO ● .00e 

‘五所川原地区の雪置き場について 
排雪した雪の搬入場所として、本年度も岩木川右岸 

（高瀬地区）に雪置き場が設置されます。 

特に通路区間は事故が起きないよう、最徐行してく 

ださい。 

搬入は、 9 時から16時までとなっております。 

」曲ン戸墓糞で一奮 
× 	／ ／ 	 ノプF’ー 	 市役所ノ 
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■深夜作業にご理解ください 
除排雪作業は、交通渋滞を引き起こさないために、交通lJシ）少ない夜間や早朝に行われます。 
騒音等でご迷惑をおかけしますがご理解ください。 

■玄関先の雪寄せにご協力ください 
除雪は、通勤・通学のラッシュ時前に完了するよう短時間で一斉に行っていますが、玄関や車庫前などに寄せられ
た雪を処理することは現在の機械の能力からすると大変困難です。家の前に残された雪については、市民の皆さん
のご協力による除雪が必要ですので道路脇に積み上げてくださるよう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。 

■路上駐車はやめましょう 
路上の駐停卓は、除雪の妨げになると同時に大変危険です。また、たった 1台
の駐車車両でも除雪車が入られなくなってしまい、迷惑となることもあります。 
故障などでやむを得ず路上に置く場合は、目印に赤い旗などを立ててわかるよ
うにしてください。 

■道路に雪を捨てないでください 
除竺i中でよせた当を道路に返したり、各家庭の雪を道路に押し出ししたりしな
いでください。 

一 	万が一、火災や事故が発生した場合に緊急車柄の妨げになるなど、大きな支障 
， 	を及ぼすことになります。 

■作業中の除雪車には近寄らないでください 
除雪車は、前後1 Orn位が死角になります。また雪の中に混じった石・ガラスな
どが飛ぶ恐れもありますから、30m以内には近寄らないようにお願いします。 

■物損事故を防ぐために 
雪により、見えなくなる塀や生け垣等にはあらかじめ赤い旗などの目印を立ててください。 
また、道路上に伸びた枝については、除雪の支障とならないよう、枝切りをお願いしますe 

●車の乗り入れ用鉄板などは撤去してください 
除雪車が激突し、事故発生の原因となります。 

■屋根雪の対策 
道路に面した屋根雪の落雪は、交通の遮断や人命にかかわることがあります。 
雪下ろしの際にも歩行者等に十分に注意し、危険のないようお願いします。 

■ごみ出しはルールを守りましよう 
無秩序なゴミ出しは、路上散乱など周辺の迷惑になります。 

■除雪した後の路面は大変滑りやすくなっています 
足元には十分注意してください。 

①作業を行う前に、必ず取扱説明書をよく読んで、正しい使い方

を理解しましょう。 

②雪詰まりを取り除くときは、必ずェンジンを停止し、回転部（オ 

ーガ、ブロワ）が完全に停止してから雪かき棒を使って行いま

しょう。 

③回転部に近づくときは、必ずェンジンを停止し、回転部が完全

に停止してから作業を行いましょう。 

④発進時は、転倒したり、挟まれたりしないよう、足もとや後方

の障害物には十分注意しましょう。 

⑤除雪作業中は、雪を飛ばす方向に人や、車・建物がないことを

確認しましょう。また、除雪機の回りには絶対に人を近づけな

いようにしましょう 

（問い合わせ先）社団法人日本農業機械工業会／除雪機安全協議会 

皿03-3433-0415 ホームページ http://www.jfmma.or.jp  

五所川原市役所 容35-2111 
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毎年、冬のシーズソになると除雪機による

事故が多発しています。除雪機を使う際には、 

次の点に注意して操作しましよう。 



申請受付期間 

受付場所及び 
問い合わせ先 

提 出 書 類 

提 出 方 法 

5 審査結果の通知 

6 資格の有効年度 

別 表 

1 
nノ］
 

〔
くJ
 4
 

五所川原市競争入札参加資格審査の申請 了 cう鳳で 
にコ tンノ v 	、にコ 

五所川原市が行う建設工事、業務委託及び物品購入等の競争入札の参加資格の審査を希望する方は、次のとおり申請書

を提出してください。 

平成19年2月1日～28日（土・日曜日、祝祭日を除く） 

五所川原市財政部 管財課 契約係 

〒037・8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 電話0173-35-2111（内線474) 
別表のとおり（各1部） 

市内の方は持参してください。 

市外の方は郵送でも受付しますが、受領書等を返送しますので返信用封筒（住所等記入、切手 

貼付）を必ず同封してください。なお、受付は 2月28日到着分までとします。 

資格審査の結果は、競争入札参加資格者名簿に登載しない場合のみ申請者に通知します。 

〇建設工事 

市内業者：平成19年度 

市外業者：平成19年度（平成18年度に名簿登載されていれば今回申請は不要） 

〇測量・建設コンサルタント等 

市内業者：平成19年度 

市外業者：平成19年度及び平成20年度 

〇物品等（役務提供の業務委託を含む） 

平成19年度及び平成20年度 

建
 

設
 

工
 
事
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 
フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 
①経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書の写し 1部（次期決算日が到来した場合は、審査基準日（決算日） 

から 7カ月以内に審査を受け、有効期問が満了となる前に再度提出すること） 
②建設業許可証明書 
③工事経歴書（直前2年分） 
④営業所一覧表 
⑤技術職員名簿（市内業者は、技術職員に関する資格の証明書等の写しを添付すること） 
⑥登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前2年分） 

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 
フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 
①測量等実績調書（直前2年分） 
②技術者経歴書 
③登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
④財務諸表類（市内業者は直前I年分、市外業者は直前2年分） 
⑤営業所一覧表 
⑥登録証明書等 

購繋j綴曹I鷲響無鶏t 妙2合難L< /I 4pZ 	 獣 
注：建設コンサルタント・地質調査・補償コンサルタント業者は、現況報告書の写し（直前 2年分）をもって（以z) 

③ c4）に代えることができます。 

物
 
品
 
等
 

鱒菖轟 JII雛襲讐驚tQ)LC(t"0 (EJ1 護難！濃醗裁撫慧綴t繁i3いては請求時にお渡しする物 

申請書交付場所 五所川原市財政部管財課（申請書は無料です。郵送を希望する場合は返信用封筒（角 2）と 140円分 
の切手が必要です） 
申請書交付期間 平成 18年 12 月 16日～平成 19年 2月 28日（土、日曜日及び祝祭日を除く） 

納
税

証
明
書
 

〇個人の場合 	市町村税：各税の納税証明書（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前 2年分） 
国 	税：納税証明書「その3の 2j (「申告所得税」と「消費税及び地方消費税」に未納がないこと

の証明） 
〇法人の場合 	市町村税：法人住民税と固定資産税の納税証明書（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前 2年分） 

国 	税：納税証明書「その 3の 3j (「法人税」と「消費税及び地方消費税」に未納がないことの証明） 
※市内の法人は、代表者個人の市税（各税）の納税証明書も添付してください。 
※市外の法人で支店・営業所等が当市内にある法人は、当市の市税（直前 2年分の法人市民税と固定 
資産税）の納税証明書も添付してください。 

※住民税等納税証明書が発行されない場合は、非課税証明書を添付してください。 

l 文字は槽書で、はっきりと書いてください。 

2 申請書及び添付書類に不備がある場合は、受付できませんので注意してください。 

3 添付書類のうち、各証明書は、鮮明なものであれば写しでも構いません。（ただし、証明書類は 3カ月以内に交
付を受けたものに限る） 

4 申請書提出後、添付書類等の内容に変更があったときは、その都度変更届を提出してください。 

7 平成18年12月15日 
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地方公共団体における人事行政の運営などの状況を住民の ‘ 
皆さんに公表することにより、その公平性や透明性を高める
ため、市では「五所川原市人事行政の運営等の状況の公表等

に関する条例」に基づき、毎年12月に前年度の状況を中心

―ー に本市の職員の給与や勤務条件など職員に関する情報を、市 
、‘ 民の皆さんにお知らせします。紙面上、抜粋して掲載します
一4, が、詳し＜は市のホームページでも閲覧できます。 

②平成22年 4月 1日

現在における定員
の数値目標 

ー般行政部門 391 

教育部門 90 

公営企業等会計 390 

総合計 871 

且 職員の給与の状況 

1 総括 
り】 人件費等の状況（17年度普通会計決算） 

住民基本台帳
人口侶.3.3 1 

歳出額 A 実質収支 人件費 B 
人件費率 
(B/A) 

16年度の
人件費率 

人 

63,859 
千円 

27,121.978 
千円 

203,495 
干円 

4.597.745 
％
伽
  

%
m
 

 
(2）職員給与費の状況（18年度普通会計予算） 

職員数A 
給 	与 	費 1人当たり給与費 

(B/A) 給 料 職員手当 期末・動勉手当 計 B 

人 
530 

千円 
2,196,368 

千円 
228,185 

千円 
894,338 

千円 
3,318,891 認 

（注） 1職員手当には退職手当は含みません。 
2給与費は当初予算に計上された額です。 

(3） ラスパイレス指数の状況（平成18年4月 1日現在） 

94.9 a』0 	（注）ラスバイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 1加 
、ノ「～ 	 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。 

2 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

(i） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成18年 4月 1日現在） 

①ー般行政職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

五所川原市 44.4歳 343,291円 374.272円 

国 40.4歳 328,477円 381,212円 

②技能労務職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

五所川原市 50.8歳 323,875円 342,031円 

国 48.4歳 286,500円 318,595円 

（注） 「平均給与月額」は、給料月額に扶養手当、住居手当、通勤手当、 

時間外勤務手当などの諸手当を含みます。 

(2） 職員の初任給の状況（平成18年 4月1日現在） 

区 	分 
五所H原市 ' 目 

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料 

一
行
 
般

職
 

政
  

大学卒 170,200円 183,800円 170,200円 183,800円 

高校卒 138,400円 148,000円 138,400円 148,000円 

技 能
労務職 

高校卒 135,600円 145,100円 135,600円 145,100円 

中学卒 127,700円 135,600円 127,700円 135,600円 

(3） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成18年 4月1日現在） 

区 	分 
経 	験 	年 	数 

1咋以上巧年未満 巧年以上m年未満 2昨以上25年未満 

ー般行政職 
大学卒 271,800円 340,200円 386,600円 

高校卒 259,000円 266,700円 327,800円 

技能労務職 
高校卒 幻0,100円 254,600円 266,300円 

中学卒 255,600円 

3 ―般行政職の級別職員数等の状況（平成18年4月 1日現在） 

区分 標準的な職務の内容 職員数（人） 構成比（%) 
7級 部 長 15 3.4 
6級 参 事 38 8.5 
5級 課 長 30 6.7 
4級 課 長 補 佐 165 37.1 
3級 係 長 80 18.0 
2級 主 任 80 18.0 
1級 主 事 37 8.3 

計 445 100.0 

（注） 五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
2標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

4 職員の手当の状況 

(i） 期末手当・勤勉手当 

五所川原市 国 

1 人当たり平均支給額（17年度） 

1,666 千円 

(17年度支給割合） 

期末手当 	勤勉手当 	年 	間 
3.00月分 	1.45月分 	4.45月分 

(1.60）月分 	（0.75）月分 	（2.35）月分 

(17年度支給割合） 

期末手当 	勤勉手当 	年 	間 
3.00月分 	1.45月分 	4.45月分 

(1.60）月分 	（0.75）月分 	（2.35）月分 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、給料の級等により加算措置 
・役職加算（ 5'-'- 15%) 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、給料の級等により加算措置 
・役職加算（ 5-.'- 20%) 

（注） 支給割合の（ ）内は、再任用短時間勤務職員にかかる数値です。 

I 職員の任免及び職員数に関する状況 

1 総職員数（ニ三に (
(
 

 
i護、 	2 採用及び延 S職の： 状況 

区 	分 B『誌 臓員数 職 	種 旧
現
 

A
一
一
 

繊轍 期轍 留
  市

事
 
長

局
 

務
 
部
 

―般 480 457 ―般行政職 498 15 7 490 

病院事業 310 301 保育士 22 1 21 

議会事務部局 7 7 保健師 16 16 

監査委員事務部局 3 3 医師 33 12 9 30 

選挙管理委員会事務部局 4 4 医療技術職 45 3 48 

農業委員会事務部局 12 看護師、助産師 202 5 8 205 

教育委員会 110 101 技能労務職 67 6 61 

水道事業事務部局 30 26 教育長 1 1 

計 956 910 教育職 12 1 1 12 

企業職 27 4 3 26 

計 923 44 31 910 

（注）退職者数、採拝 ~者数にはー王 邦事務 
の派遣異動等も含みます。 

3 部門別職員数の状況と主な増減理由 

い-.-.-' 
職 I 亀 数 対前年

職員数 
主な増減理由 

平成17年 平成18年 
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システム導入に伴う事務の合理イ比よる減 

税業務強化による増 

畿合支所の籍給吹員不補充による誠 

事務の統合による減 

農業センター廃止による減 

事務の民間委託による減 

公園管理業務強化による増 

小計 436 422 △M 【参考】類似団体の職員数 388人〕 

特別行政 教 育 100 100 0 〔参考！類似団体の職員数 107人〕 

公
営
企
業

等
会
計
 

病 院 302 301 Al 用務員の退職不補充による減 

水 道 25 24 Al 欠員不補充による減 

下水道

その他 

15 

45 

16 

47 

1 

2 

下水道業務強化による増

国民健康保険・介護保険業務強｛比よる増 

小計 387 388 1 

合 	計 923 9伯 A13 

4 定員適正化計画の数値目標 

(i〕 定員適正化目標（数・率） 

計画期間 
数 値 目 標 

始期 終期 

一般行政部門 403 

平成17年 平成22年 教育部門 91 

4月 1日 3月31日 公営企業等会計 390 

総合計 884 

五所川原市役所 密35- 2111 	平成18年12月I5日 8 



③血液検査 

検 査 項 目 受診者数 

血液一般検査 463人 

肝機能検査 463人 

血中脂質検査 463人 

血糖 463人 

2 -般職員の年次休暇、主な特別休暇等の取得状況 

休暇の種類 17年度取得実績 休暇の種類 17年度取得実績 

年次休暇 12.9日 育児参加休暇 3件 

結婚休暇 8件 服忌休暇 102件 

産前休暇 15件 祭日休暇 引件 

産後休暇 14件 子の看護休暇 13件 

育児休暇 3件 病気休暇 253件 

配偶者出産休暇 12件 

N 職員の分限及び懲戒処分の状況 

分限処分の種類 17年度処分件数 懲戒処分の種類 17年度処分件数 

免 職 0件 免 職 0件 

降 任 0件 停 職 1件 

休 職 1件 減 給 0件 

降 給 0件 戒 告 2件 

V 職員の服務の状況 
職員の営利企業等への従事制限の状況 

【営利企業等従事許可件数】 （平成17年度） 
	

7件 

VI 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 
1 職員研修の実施状況 

研修区分 研 	修 	名 受講者数 

職員内部研修 
新採用者研修 3人 

業務・事務研修等 222人 

派 遣 研 修 

青森県自治研修所基本研修 34人 

青森県自治研修所選択研修 8人 

市町村職員中央研修 4人 

市町村職員海外研修 2人 

実務研修 1人 

自治大学校研修 1人 

2 勤務成績の評定の状況 

当市では、職員の能率の発揮及び増進を図るために、職員が割り当て

られた職務と責任を遂行した実績を基に勤務評定を実施しています。 

勤務評定の結果については、職員給与の勤勉手当や人事配置等の参考

にしています。 
今後も、質の高い行政サービスを効率的・安定的に供給するよう、能

力・実績主義の人事管理の推進を図り、国の公務員制度改革の動向に留

意しながら、職員の状況を適切に把握するための評価制度の構築・運用

を検討していきます。 

皿 職員の福祉及び利益の保護の状況 

1 職員健康診断の状況（平成17年度） 

①新採用職員健康診断 
受診者  3人 

②職員総合検診 

検 査 項 目 受診者数 対象者数 受診率 

胸部x線検査（全職員） 655人 809人 8 1.0% 

胃（35歳以上） 444人 595人 74.6% 

尿検（35歳以上） 434人 595人 72.9% 

血圧（35歳以上） 464人 595人 78.0% 

心電図（35歳以上） 462人 595人 77.6% 

④人間ドック 

項 	目 受診者数 

2日ドック（50歳以上） 15人 

1日ドック（35歳以上） 128人 

脳ドック （45歳以上） 42人 

2 公務災害の発生状況（平成17年度） 

区 	分 件 	数 

公務災害 2 件 

通勤災害 0件 

皿 職員の競争試験及び選考の状況 
職員の採用試験の状況 

平成17年度 

試 験 職 種 受験者散 合格者数 倍 率 試験日 

―般行政職 90人 3人 30.0倍 17.9.18 

看護師 13人 4人 3.3倍 17.9. 9 

看護師 14人 5人 2.8倍 17.11.5 

薬剤師 1人 1人 1.0倍 18.1.17 

(2） 退職手当（平成18年4月1日現在） 

五所川原市 国 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 	自己都合 勧奨・定年 
勤続20年 23.50月分 30.50月分 勤続20年 	23.50月分 30.50月分 
勤続25年 33.50月分 41.34月分 勤続25年 	33.50月分 41.34月分 
勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 	47.50月分 59.28月分 
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分 
以款り肝均雄● 1.638千円 22.975千円 その他の加算措置定年前早期退職特例措置 

その他の加算措置定年前早期退職特例措置 (2~20％加算） 

(2~20％加算） 

（注） 退職手当の1人当たり平均支給額は、17年度に退職した全職種に
係る職員に支給された平均額です。 

(3〕 地域手当（平成18年 4月 1日現在） 

支給実績（17年度決算） 22,500千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額（17年度決算） 750,000円 

支給対象地域（者） 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給割 

医療職（1〉の適用を受ける職員 巧％ 30人 巧％ 

(4｝特殊勤務手当（平成18年 4月 1日現在） 

区 	分 全 	職 	種 

支給実績（17年度決算） 189,711千円 

支給職員1人当たり平均支給年額（11年度決知 694,912円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（17年助 30.0% 

手当の種類（手当数） 18 種類 

主な特殊勤務手当 税務手当 社会福祉職手当 保育事務手当 

(5） 時間外勤務手当 

17年度 
支給実績 132.271千円 

職員 1人当たり平均支給年額 179,472円 

   

(6）主なその他の手当（平成18年 4月1日現在） 

手当名 内容及び支給単価 
国の制度 
との異同 

17年度決算額 

支給実績 
贈期以韮り
平均支給年編 

扶
養
手
当
 ・3 

・配偶者 
・配偶者以外 2 

※満16 

13,000円 
人目まで  6,000円 

「配偶者有（扶養手当無）の1 
I 	l人目 	6,500円~ 
~配偶者無の1人目 

し 	 11,000円」 

人目以降 	5.000円 
歳から満22歳までの子 
1人にっき5,000円加算 

~ 	同 	じ 
96,363 
千円 

213,665 
円 

通
勤
手
当
 

・バス等交通機関利用者
限度額  55,000円 

・片道 2 kmで自動車等交通用具 
利用者 	2.000円～ 24,500円 

同 	じ 
35,844 
千円 

64,352 
円 

住手
 
居
当
 

・自宅 	 ＆〔x〕（）円 
・借家、借間 

限度額 	 27,000円 

自宅新築・購入後 
5年間は 2.5叩円 
借家、借間は同じ 

43,449 
千円 

9 9 4 26円 

5 特別職の報酬等の状況（平成18年4月 1日現在） 

区 分 給料・報酬月額 

期 	末 	手 	当 

支 給 割 合 
加算措置 

6月期 12月期 年間（計） 

市 長 834.000円 1.60月分 1.75月分 3.35月分 20% 

助 役 681.000円 1.60月分 1.75月分 3.35月分 20% 

収入役 608.000円 1.60月分 1.75月分 3.35月分 20% 

議 長 425,000円 1.60月分 1.75月分 3.35月分 20% 

副議長 381,000 H 1.60月分 1.75月分 3.35月分 20% 

議 員 
352.000円 

（旧金木 237,001〕円） 
（旧市浦 2叩，卿円） 

1.60月分 1.75月分 3.35月分 20% 

(,王） 議員報酬の（ ）内は、在任特例期間中の額です。 

皿 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

1 ―般職員の勤務時間、休息・休憩時間の状況 

区 	分 内 	容 

1週間の正規の勤務時間 40時間 

1日の正規の勤務時間 8時間 

開始時刻 8時30分 

終了時刻 17時15分 

休憩時問 12時15分～13時00分 

休息時間 
12時00分～12時15分 
15時00分～15時15分 

9 	平成18年12月15日 	五所川原市役所 雪35- 2111 



A ~ 

人事行政の

運営等の 

状況の公表 

地方公共団体における人事行政の運営などの状況を住民の L 
皆さんに公表することにより、その公平性や透明性を高める
ため、組合では前年度の状況を中心に本組合の職員の給与や L 
勤務条件など職員に関する情報を、住民の皆さんにお知らせ こ 

します。 	 jー 

L 	 

(2）職員の初任給の状況（平成18年4月 1日現在） 

区 	分 
五所I ~原市 , ョ 

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料 

五所川原 
大学卒 185,300円 200.40(〕円 197,90(〕円 251.400円 

高校卒 156,2叩円 168,200円 156.200円 168,200円 

鶴 田 
大学卒 179,4加円 198,800円 193,40〕円 205,80(〕円 

高校卒 149,700円 16 1,7叩円 149,7叩円 161.7叩円 

中 泊 
大学卒 155,300円 170,20(〕円 170,200円 183.8叩円 

高校卒 135,100円 142,8叩円 138,400円 148,卿円 

(3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成18年 4月 1日現在） 

区 	分 
経 験 年 数 

田年以上15年未満 巧年以上20年未満 20年以上25年未満 

五所川原 
大学卒 275,885円 345,800円 

高校卒 255,511円 294,611円 359,858円 

鶴 田 
大学卒 248,9叩円 363,7叩円 

高校卒 264.120円 300,333円 325,1叩円 

中 泊 
大学卒 359,3叩円 

高校卒 228,300円 302,800円 327,9叩円 

3 消防職（五所川原）の級別職員数等の状況（平成18年 4月 1日現在） 

区分 標準的な職務の内容 職員数（人） 構成比（%) 晦前の織比（%) 

8級 消防長 1 Q7 0.7 

7級 次 長、署 長 5 3.3 2.0 

6級 課 長 7 47 11.5 

5級 隊 長 25 16.8 18.2 

4級 副隊長、係 長、主 査 44 29.5 6.8 

3級 主 任 15 10.1 18.9 

2級 副主任 25 16.8 95 

1級 主 事 27 18.1 32.4 

計 149 100.0 100.0 

（注）組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

4 職員の手当の状況 

(i） 期末手当・勤勉手当 

五所川原地区消防事務組合 国 

1人手当たり平均支給額（17年度） 
1,443千円 

(17年度支給割合） 
期末手当 勤勉手当 年 間 
3.00月分 	1.45月分 	4.45月分 

(17年度支給割合） 
期末手当 勤勉手当 年 間 
3.00月分 	1.45月分 	4.45月分 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、給料の級等により加鮒昔置 
・役職加算（5,-.- 巧％) 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、給料の級等により加算措置 
・役職加算（5'-'-20%) 

(2）退職手当（平成18年 4月 1日現在） 

五所川原地区消防事務組合 国 

（支給率） 自己都合 	勧奨・定年 （支給率） 	自己都合 勧奨・定年 
勤続 20年 23.50 月分 	30.55月分 勤続 20年 	23.50 月分 30.55 月分 
勤続 25年 33.50 月分 	41.43月分 勤続 25年 	33.50 月分 41.43 月分 
勤続 30年 41.50 月分 	50.70 月分 勤続 30年 	41.50 月分 50.70 月分 
最高限度額 59.28 月分 	59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

(2~20％加算） (2~20％加算） 
以当創肝肢鞭 	ー千円 	26,398千円 

（注）退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係
る職員に支給された平均額です。 

(3） 特殊勤務手当（平成18年4月 1日現在） 

区 	 分 全 	所 	属 

支給実績（17年度決算） 10,887千円 

支給職員1人当たり平均支給年額（17年度決算） 76千円 

職員全体に占める手当支給職員の割合07年度） 94.7% 

手当の種類（手当数） 4種類 

主な特殊勤務手当 夜間通信勤務手当、機関員手当 

(4） 時間外勤務手当  

    

17年度 
支給実績 55,172千円 

 

職員1人当たり平均支給年額 236千円 

 

    

I 職員の任免及び職員数に関する状況 

1 総職員数（平成18年4月 1 日現在） 

区 	 分 条例定数 職員数 

五所川原 151 151 

五所川原地区消防事務組合 鶴田 35 34 

中泊 56 54 

計 242 239 

2 採用及び退職の状況 

職 	種 H 17.4.1現在 退職者数 採用者数 H 18.4. 1 現在 

消防職 234 4 9 239 

（注）退職は H 16年度中の五所川原地区消防事務組合の退職者です。採用
は組合再編分を含みます。 

3 事由別退職者数（平成17年度） 

定年退職 勧奨退職 死亡退職 普通退職 その他の退職 計 

2 1 1 4 

4 部門別職員数の状況と主な増減理由 

\ 

職 	員 	数 対前年 
職員数 

主な増減理由 
平成16年 平成17年 

消防職 234 239 5 欠員補充 

5 年齢別職員構成の状況（平成18年 4月 1日現在） 

区 分 臓
精
  

20歳 
、 

23歳 

24歳 
s 

27歳 

28歳 
5 

引歳 

雌
、
雌
  

36歳 
s 

39歳 

臓
、
磁
 

臓
、
臓
 

臓
、
臓
  

52歳 
、 

55歳 

雌
ー
雌
 

雌
牡
 

合
計
 

職員数（人） 1 15 24 25 24 26 17 22 17 34 34 0 239 

構成比（%) Q4 63 10.0 10.5 10.0 10.9 7.1 92 Z1 14.2 14.2 0.0 1加D 

一
年
前
 

職員数（人） 3 24 27 20 24 19 26 18 42 20 0 234 

構成比（%) 13 4.7 10.3 11.5 8.5 10.3 8.1 7.7 17.9 8.5 Q0 1叩D 

且 職員の給与の状況 

1 総括 

(1） 人件費等の状況（17年度普通会計決算） 

住民基本台帳
人口 18.3.3 1 

歳出額 A 実質収支 人件費 B 
人件費率 
(B/A) 

15年度の
人件費率 

人 
95.155 

千円 
2,372,561 

千円 
17,080 

千円 
1,850,721 

% 
78.0 

% 
90.9 

(2） 職員給与費の状況（18年度普通会計予算） 

職員数A 
給 	与 	費 以当たり給与賢 

(B / A) 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 

2金 
千円 

889,872 
千円 

224,388 
千円 

350,977 
千円 

1.465,237 摺 
（注） 1職員手当には退職手当は含みません。 

2給与費は、当初予算に計上された額です。 

2 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

(1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成旧年4月 1日現在） 

消防職 

区 	分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

組 	合 引.3歳 引0,928円 424.053円 

国 42.1歳 339,564円 

（注） 1 「平均給与月額」は、給料月額に扶養手当、住居手当、通勤手当、 
時間外勤務手当などの諸手当を含みます。 

2国の平均給与月額は公表されてません。 
3国の給料表は公安職（一）を参照しています。 

五所川原市役所 B35一2111 	平成18年12月15H 10 



況 火災・救急 II?' 馴 

V 職員の福祉及び利益の保護の状況 

1 職員健康診断の状況（平成17年度） 

①職員総合検診 

検 査 項 目 受診者数 対象者数 受診率 

胸部 x線検査（全職員） 172人 234人 73.5% 

胃（35歳以上） 34人 155人 21.9% 

尿検（35歳以上） 35人 155人 22.6% 

血圧（35歳以上） 35人 155人 22.6% 

心電図（35歳以上） 35人 155人 22.6% 

③人間ドック 

項 	目 受診者数 

2 日ドック（50歳以上） 2人 

1 日ドック（35歳以上） 25人 

脳ドック （45歳以上） 14人 

2 公務災害の発生状況（平成17年度） 

区 	分 件 	数 

公務災害 8件 

通勤災害 1 件 

M 職員の競争試験及び選考の状況 

職員の採用試験の状況 

平成17年度 

試 験 職 種 受験者数 合格者数 倍率 

消防職（五所川原） 刀人 7人 10.1倍 

消防職（鶴田） 1人 1人 1.0倍 

消防職（中泊） 1人 1人 1.0倍 

(5） その他の手当（平成18年 4 月 1 日現在） 

手当名 内容及び支給単価 国の制度 
との異同 

17年I 度決算額 

支給実績 
議験以獣り
平均支給年額 

ャ
食
当
 

扶
手
 

・3 

・配偶者 
・配偶者以外2 

※満16 

13,001〕円 
人目まで 	6,001〕円 

「配偶者有（扶養手当無）の 	1 
~ 1人目 	 6,500円~ 
~配偶者無の1人目 
t 	 11,001）円」 
人目以降 	 5,000 

歳から満22歳までの子 
1人にっき5,000円加算 

~ 

円 

同 じ 
45.467 
千円 

258,335 
円 

通
手
 
勤
当
 

 

‘バス等交通機関利用者 
限度額 	 55,00C）円 
・片道2kmで自動車等交通用具 

利用者 	2,001〕円～24.500円 

同 じ 
68,134 
千円 

47,648 
円 

住
手
 
居
当
 

自
借
 

宅
家
限
 
卿
 

朗
 
円
 
円
 

借
度
 
間

額
 

自宅新築憐入後 
5年間は2,5 円 
借家、借問は同じ 

9,919 
千円 

78,098 
円 

5 特別職の報酬等の状況（平成18年 4 月 1 日現在） 

区 	分 報酬月額 

監査委員 5,000円 

議長、副議長、議員 3,000円 

区 	分 内 	容 

1 週間の正規の勤務時問 40時間 

1 日の正規の勤務時問 8 時間 

開始時刻 8 時30分 

終了時刻 17時15分 

休憩時間 12時15分～13時00分 

休息時問 
12時00分～12時15分 
15時00分～15時15分 

皿 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 	 ● 

1 ―般職員（日勤者）の勤務時間、休息・休憩時間の状況 

2 -般職員の年次有給休暇、主な特別休暇の取得状況 

休暇の種類 17年度取得実績 休暇の種類 17年度取得実績 

年次休暇 71日 服忌休暇 33件 

結婚休暇 2件 祭日休暇 6件 

育児休暇 0件 子の看護休暇 0件 

配偶者出産休暇 7件 病気休暇 21件 

育児参加休暇 〔〕イ牛 

N 職員の分限及び懲戒処分の状況 

分限処分の種類 17年度処分件数 懲戒処分の種類 17年度処分件数 

免 職 0件 免 職 1 件 

降 任 0件 停 職 0件 

休 職 0件 減 給 0件 

降 給 0件 戒 告 0件 
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②血液検査 

検 査 項 目 受診者数 

血液ー般検査 108人 

肝機能検査 108人 

血中脂質検査 108人 

血糖 108人 

、a 

冬場は暖房器具の取り扱い

に注意しましよう。 

／火をつけたまま × 
給油をしない ／一 

自 	ストーブの 

× 	 l  

及トーブのそばで～ 

遊ばない，曲, / 

S 

ストーブの
上に物を 

置かない （ ( 

火をつけ倉 
まま 

ストーブを 

動かさない 

	ノ 

五所川原市管内11 月の火災、救急、出動件数（単位：件） 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成18年 3 36 162 1,869 17 72 

平成17年 5 38 156 1,747 4 46 

比 	較 A2 A2 6 122 13 26 

平成18年度統一標語 

“消さないで あなたの心の 注意の火” 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部 B35-201 9（内）25番 



ほっこり姫かぼちゃをまるごと器に用い、豚
肉、大和しじみ、各種野菜をふんだんに使用。 
地元の食材にこだわった力作。あどはだりし

た＜なるお味です！ 

~ 

つがる姫チャーハン 

一
子
ど勘
適
の
感
性
尋
ラ
ツ
新
笥
物
料
理
考
泉
 
口
農
ゆ
罰
 

ふ
る
さ
と
“夢
現
力
」
探
検
隊
 幽
器
惑
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五
所
川
原
占
年
会
議
所
（
敦
賀
鉄
正
理
山
長
）
は
「
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
行

動
す
る
次
代
の
人
材
を
育
て
よ
う
」
と
今
年
七
月
、
西
北
五
地
方
の

小
学
生
四
十
五
人
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
“
夢
現
力
一
探
検
隊
」
を
結

成
し
ま
し
た
。
探
検
隊
の
活
動
は
、
地
元
の
優
れ
た
食
材
を
使
っ
た

新
し
い
名
物
料
理
を
考
案
、
飲
食
店
で
メ
ニ
ュ
ー
に
載
せ
て
も
ら
い
、
 

地
産
地
消
と
地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
る
も
の
で
す
0
 

隊
員
の
子
ど
も
達
は
、
し
じ
み
採
り
や
ト
マ
ト
の
収
穫
を
体
験
し
、
 

ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
寄
り
料

理
へ
の
取
り
入
れ
方
を
研
究
。
 

試
食
ァ
ン
ケ
ー
ト
を
経
て

十
一
月
二
十
六
日
の
発
表
に

至
り
ま
し
た
。
 

会
場
と
な
っ
た
立
侵
武
多

の
館
で
は
、子
ど

も
達
が
自
信
作
の
 

『
つ
が
る
姫
チ
ャ
 

ー
ハ
ン
』
を
説
明

し
、
飲
食
店
の
代

表
者
ら
が
熱
心
に

聴
き
試
食
。
子
ど

も
達
の
ユ
ニ
ー
ク

で
キ
ラ
リ
と
光
る

ア
イ
デ
ィ
ア
料
理

に
、
多
く
の
飲
食

店
か
ら
「
採
用
」
 

の
札
が
あ
が
り
ま

し
た
。
 

学
校
生
産
品
を
 

全
国
へ
発
送
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
（
三
浦
憲

二
校
長
）
で
は
十

一
月
二
十
九
日
、
生

徒
が
こ
れ
ま
で
実
習
で
育
て
て
き
た

農
産
物
や
そ
の
加
工
品
を
箱
詰
め
し
た
 

「五
農
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
平
成
十
一
年
か
ら行
わ

れ
、
今
年
で
八
年
目
に
な
り
ま
す
。
一
」
 

の
日
、
北
は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
県

へ
向
け
て
発
送
さ
れ
た
詰
め
合
わ
せ
は
、
 

「米
・
り
ん
ご
・
ジ
ャ
ム
」
の
セ
ッ
ト

と
「
5
号
鉢
の
シ
ク
ラ
メ
ン
2
鉢
」
の

二
種
類
で
す
。
 

式
で
は
荷
物
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
を

前
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
農
産
物

の
栽
培
や
加
工
に
か
か
わ
っ
た
農
業
科
、
 

生
物
工
学
科
、食
品
化
学
科
の
生
徒
の

皆
さ
ん
が
拍
手
で
出
発
を
見
送
り
ま
し

た
。
農
業
ク
ラ
ブ
会
長
の
山
田
歩
実
さ

ん

（2
年
）
は
、
「私
た
ち
が
育
て
た

農
産
物
で
、
全
国
の
消
費
者
の
皆
さ
ん

が
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

詰
め
合
わ
せ
は
今
後
、
十
二
月
下
旬

ま
で
数
回
に
分
け
て
発
送
さ
れ
ま
す
。
 



金
木
幼
稚

園

こ
ど
も
赤
十
字
 

爺
溺
レ
綜

m）
画
四費
鄭
〈W
)
（γ
 

霜
廻
図
闇
ャ
公歯
か
る
追
沈
会
 

五
所
川
原
第
三
中学
校
（
井
上
守
校

長
）
で
は
十
二
月
八
日
、
全
校
生
徒
が

参
加
し
て
日
本
の
古
典
文
化
に
親
し
む

百
人
一
首
かる
た
大
会
が今
年
も
開
催

さ
れ
、
真
剣
勝
負
に
体
育
館
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
歓
声
があ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

生
徒
達
は
学
年
別
に
3
、
4
人
が
チ
 

ー
ム
を
作
り
、予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜

い
て
決
勝
リ
ー
グ
を
戦
い
ま
し
た
。
こ

の
日
の
た
め
放
課
後
な
ど
に
練
習
を
重

ね
て
き
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、上
の
旬
が
 五

所
川
原

第
三
中
学
校
 

詠
み
始
め
ら
れ
る
と
生
徒
達
は
身
を
乗

り
出
し
、
素
早
く
か
る
た
を
獲
得
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
指
示
や
ル
ー
ル
に

従
う
こ
と
で
「
正
し
い
マ
ナ
ー
で
臨
む

こ
と
の
大
切
さ
を
知
ろ
う
」
と
、
白
熱

し
た
中
に
も
規
律
あ
る
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

十
一
月
二
十
一
日
、
金
木
幼
稚
園
こ

ど
も
赤
十
字
の
園
児
（
年長
キ
リ
ン
組

三
十
人
）
が
公
立
金
木
病
院
を
訪
れ
、
 

入
院
中
の
患
者
さ
ん
を
歌
と
鼓
笛演
奏

で
激
励
慰
間
し
ま
し
た
。
同
園
は
毎
年

病
院
や
社
会
福
祉
施
設
等
を
訪
間
し
て

お
り
、
今
年
で
四
年
目
と
な
り
ま
す
。
 

一
階
ロ
ビ
ー
に
は
、
来
院
者
や
患
者

さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
観
衆
が
集
ま
り
、
 

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
多
く
の

感
動
に
大
き
な
拍
手
が
あ
り
、
蝦
名
鉄

徳
院
長
心
得
が
「
素
晴
ら
し
い
熱演
で

み
ん
な
が
元
気
を
も
ら
っ
た
。
あ
り
が

と
う
」
と
園
児
代
表
に
感
謝
状
を
贈
り

お
菓
子
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

十
一
月
二
十
七
日
、
金
木
小
学
校
 

（
葛
西和
男
校
長
）
に
札
幌
交
響
楽
団

が
訪
れ
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
演
奏

会
は
文
化
庁
主
催
の
「
本
物
の
舞
台
芸

術
体
験
事
業
」
の
一
環
と
し
て
開
催
さ

れ
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
、
本

物
を
身
近
に
触
れ
得
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
芸
術
を
愛
す
る
心
を
育
て

豊
か
な
情
操
を
養
う
も
の
で
す
。
 

体
育
館
に
は
、全
校
児
童
三
百
六
十
四

人
と
学
校
関
係
者
や
保
護
者
な
ど
約

五
十
人
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏

に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
 

円
光
寺
雅
彦
さ
ん
の
指
揮
で
全
四
曲
 
 が

演
奏
さ
れ
た
ほ
か
、
合
間
に
楽
器
の

音
色
の
違
い
を
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
で
紹

介
し
た
り
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
運
命
」
 

の
「
ダ
ダ
ダ
ダ
ー
ン
」
の
部
分
を
児
童

や
先
生
が
指
揮
棒
を
振
る
な
ど
会
場
は

な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
盛
り
上
が
り
、
 

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
校
歌
が
演
奏
さ
れ
児
童

た
ち
が
斉
唱
し
ま
し
た
。
 

6
年
生
今
穂
奈
美さ
ん
が
「
素
晴
ら

し
い
演
奏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
迫
力
あ
る
演
奏
で皆
さ
ん

を
感
動
さ
せ
てく
だ
さ
い
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
した
。
 

‘
三

一
」
二
j
一
 

3
学
年
の
部
の
優
勝
チ
ー
ム
 

「
エ
ビ

・
フ
ィ
レ
之
介
」
の
 

み
な
さ
ん
（
右
）
 

右
か
ら
リ
ー
ダ

ー
の
 

木
村
未
瑞
希
さ
ん
 

田
戸
岡
 
舞
さ
ん
 

茶
谷
員
由
子
さ
ん
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と
芸
（
又
永
わ

・
ら
 

題
字
 
斎
 
藤
 

清
 
泉
 

〔
金
木
川
柳
の
会

〕
 

欲

の
皮
墓

穴
を
掘
っ

て
戻
れ

な
い
 

泉

谷
 て
 
い
 女
 

先
生
の

言
葉
が
す
べ

て
一
年

生
 

？
日戸
ま
 
っ
 
子
 

す
く
す

く
と
仲
び

た
子

の
瞳
に
邪
気
が
な
い
 
黒
 
滝
 
光
 

人
の
世
を
静
観
し

て
る
六
地
蔵
 

堅
物
も

い
い
が
や
さ
し

い
人
が
好
き
 

許
す
と
は
云
っ

た
が

胡
桃

割
れ

ぬ
日
ケ
、
 

ペ
ン
勝
砥

に
酒
と
女

の
染
み
が
あ
る
 

リ
サ

イ
ク

ル
す
れ
ば

百
ま
で

生
き
ま
す

か
 

さ

つ
り
？
、
 

殺
残
を
し

て
い
る
時
間
め
し
を
食

う
 

指
切
り
の

指
が

吐
嵯

の
嘘
を

つ
く
 

、
・
．
」
』
」
（
与
 

イ
エ
ス

様
爪

が
械

く
の
び

ま
し

た
 

芳
 
賀
 
久
 
子

成
 
田
 
チ
 
セ

高
 
橋
 
紅
 
雨

須
藤
蛙

痴

・
耶

対
 
馬
 
一
 
閃

鳴
 
海
 
賢
 
治

櫛

引
 
八
 千
代

高

橋
け
 
ん

一
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橋
駅
北
ロ
お
ま
つ
り
広
場
で開
催
さ
れ
、
 

足
を
止
め
西
北
五
地
域
の
特
産
品
を
買

い
求
め
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

「ふ
る
さ
と
特
産
市
」
で
は
、
収

穫
し
た
ば
か
り
の
り
ん
ご
や
十
三
湖

産
大
和
し
じ
み
と
い
っ
た
特
産
の
農

水
産
加
工
品
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
山
市
長
は
先
着
百
名

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
り
ん
ご

と
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
、
 

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ろ
丁
ー
ジ
で
は
船
橋
市
郷
土
芸
能
 

（
特別
出
演
・
ばか
面
踊
り
）
や
津

軽
三
味
線
の
演
奏
、
特
産
品
が
当
た

る
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
当
市

周
辺
地
域
の
観
光を
P
R
し
ま
し
た
。
 

＠
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
 

（
山内
政
代
表
）
H
訪
問
（
踊
り
、
 

果
物
）
。
 

〇
藤
間
流
彩
扇
会
（
藤
間綾
代
表
）
【
 

訪
間
（
日
本
舞
踊
）
。
 

〇
青
森
県
日
蓮
宗
社
会
教
化
事
業
教
会
 

（
江利
山
義
隆
会
長
）
【訪
間
（
法
話
、
 

映
画
、
お
菓
子
）
。
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
み
ん
ゆ
う
薬
品
（
鈴
木喜
博
代
表
取

締
役
）
【
寄
贈
（
車
い
す
二
台
）
。
 

〇
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
P
T
A
母

親
委
員
会

（
山
田
良
子委
員
長
）
n
 

三
万
円
（
五
工
祭
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
一扇
謡
会

（
中
村
政
徳
会
長
）
n
 

三
万
九
百
円
（
民
謡
・手
踊
り
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
収
益
金
）
。
 

青
森
県
津
軽
観
光
物
産
首
都
圏
フ
エ

ア
2
0
0
6
が
、
十
一
月
二
十
五
日
か

ら
二
日
間
、
千
葉
県
船
橋
市
の
J
R
船
 

予
鶏
鳳
冠
園
弱
物
窟
 

（
叫
 

箇
部
圏
ワ
呂
ア
固
個
（

.
 

 

急
買
息
晶
か
き
」
 

 

     

  

ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

  

地
議
僅
民
の
相
議
後脅
 

五
所
川
原
市
民
生
委
員
 

児
童
委
員
連
絡
協
議
会
 

五
所
川
原
市
民
生
委員
児
童
委
員
連

絡
協
議
会

（
成
田
善
造会
長
）
の
創
立

四
十
周
年
記
念
式
典
が
、
十
一
百
一
日

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
は
昭
和
四
十
一
年
十
一
一

月
に
創
立
。
現
在
、
百
六
十
三
人
が
委

員
を
務
め
て
い
ま
す
。式
で
は
成
田
会

長
か
ら
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
が
木
村
祐
太
郎
氏
、
永
年

勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員
表
彰
を
成
田

リ
セ
氏
に
伝
達
。
成
田
会
長
は
「
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
 

地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
の
更
な
る
充

実
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
平
山
誠
敏
市
長
、
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
増
田
尚
紀
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
民
生
委

員
の
歌
「
花
咲
く
郷
土
」
を
斉
唱
し
ま

し
た
。
 

.
 
●
 



2
1
下
 
旬
 

1
I

お
知
ら
せ
 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
 

登
載
申
請
に
つ
い
て
 

農
業
委
員
会
 内
線
4
4
2
・4
4
3
 

農
業
委
貝
会
で
は
、
農
業
委
員
の
選

挙
人
名
簿
を
作
成
す
る
た
め
、
1
2月
中

に
農
家
の
皆
さ
ん
へ
「
農
業
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
送
付
しま
す
。
 

「農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
」
は
、
有

権
者
の
皆
様
の
申
請
に
基
づき
調
整
さ

れ
ま
す
。
記
載
事
項
を
確
認
の
う
え
、
 

左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
ま

で
に
申
請
書
の
提
出
が
な
い
時
は
、
選

挙
資
格
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

⑨
選
挙
資
格
 

・

平
成
1
9年
1
月
1
日
現
在
で
市
内
に

住
所
を
有
す
る
方
 

・

昭
和
6
2年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
 

・

次
の
⑦
か
ら
吻
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
年
間
耕
作
従
事
日
数
が
お
お
む

ね
6
0日
以
上
の
方
 

切
…
m
a
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
方
 

の
…
⑦
の
方
と
同
居
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
 

⑦
…
1
0a
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
 
 

組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
 

⑨
提
出
期
限
 

◇
農
業
委
員
会

（
金
木
総
合支
所
・
市

浦
総
合
支
所
含
む
）
へ
提
出
／
1
9年
 

1
月
1
0日
困
ま
で

（
必
着）
 

◇
支
所

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

提
出

（
旧
五
所川
原
地
区
の
み
）
/
 

1
9年
1
月
8
日
囲
ま
で
 

◇
行
政
連
絡
員
ま
た
は
農
業
委
員
へ
提

出
／
1
9年
1
月
5
日
囲
ま
で
 

※
申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
い
、
ま
た

不
明
な
点
等
に
つ
い
て
は
農
業
委
員

会
へ
お
間
い
合わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

療
養
費
の
支
払
い
の

償
還
払
い
制
度
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
0
・2
1
4
 

鍍
・
灸
・
マ
ッサ
ー
ジ
の
施
術
に
か

か
る
療
養
費
の
支
給
は
、
平
成
1
9年
1
 

月
1
日
よ
り
償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。
 

償
還
払
い
制
度
は
、
患
者
さ
ん
が
い

っ
た
ん
療
養
費
を
全
額
支
払
っ
た
う

え
、
こ
の
う
ち
保
険
負
担
分
に
つ
い
て

療
養
費
と
し
て
保
険
者
（
市
）
に
償
還

請
求
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

●

請
求
に
必
要
な
も
の
（
療
養
月
の
翌
 

月
請
求
と
す
る
）
 

被
保
険
者
証
（老
人
医
療
受
給
者
証
）
 

領
収
書
 

医
師
の
同
意
書
（
診
断
書）
 

印
鑑
 

申
請
者
名
義
の
通
帳
 

●

1
9年
1
月
4
日
困
 
1
1時
5
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
会
費
 
3
0
0
0
円

（
申
し込
み
と

同
時
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
2
0日
困
 

◇
申
込
先
 
市
総務
課
、
金
木
総
合
支

所
庶
務
係
、
市
浦
総
合
支
所
庶
務
係

◇
主
催
 
五
所
川
原
市
、
五
所
川
原
商

工
会
議
所
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業

協
同
組
合
 

「
特
定
広
域
化
施
設
整

備
事
業
」
の
休
止
 

津
軽
広
域
水
道
事
業
団
西
北
事
業
 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部

事
業
再
評
価
審
議
委
員
会
（
福
士
憲
一

委
員
長
・
八
戸
工
業
大
学
教
授
）
は
1
1
 

月
1
4日
、
水
道
事
業
に
お
け
る
国
庫
補

助
事
業
の
う
ち
「
特
定
広
域
化
施
設
整

備
事
業
は
休
止
」
と
の
意
見
書
を
ま
と

め
、
副
企
業
長
の
福
島
つ
が
る
市
長
へ

提
出
し
ま
し
た
。
 

国
庫
補
助
事
業
は
、社
会
情
勢
の
変

化
を
考
慮
し
、
5
年
ご
と
ま
た
は
適
宜
 

「継
続
」
す
べ
き
か
「見
直
し
」
や
「
中

止
」
等
に
す
べ
き
か
を
審
査
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

●
 

 

参
加
者
募
集
？
 

第
1
3回
 
ゴ
ニ
ン

カ
ン
ト

ラ
ン
プ
 

世
界
選
手
権
大
会
 

●

1
9年
1
月
2
8日
目
 
開
会
式
9
時
 
五
所
川
原
市
民
体
育
館

◇
参
加
料
 
事
前
申
込
み
 

1
人
 
2
o
o
o
円
（
昼
食
費
含
む）
 

※
当
H
申
込
み
も
お
受
け
し
ま
す
が
1
人
3
0
0
0円
、
個
人
参
加
と
な
り
ま
す
。
 

◇
種
目
 
団
体
戦
（
1
チ
ー
ム
6
人
）
ク
ラ
ス
別
個
人
戦
（
一
般
ク
ラ
ス
、
初
心
者

ク
ラ
ス
）
 

◇
申
込
方
法
 
所
定
の
申
込
書
を
提
出
す
る
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

希
望
に
よ
り
申
込
用
紙
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
送
付
し
て
い
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 
1
月
1
8日
困
 

◇
問
い
合
わ
せ
 
五
所
川
原
商
工
会
議
所
 
皿
（3
5)
2I
2
1
 曜
（3
5)
2
1
24
 

一l
t
t
p
【
ミミ
g
、ミ
・
四o
c
c
i

・o
r・jp
、
四
o
三
コ
片ゆ
コ
、
 

 

ゴニンカソゲーム体験コーナー 

 

ゴニソカン体験コーナー 

    

〔だれでもアソビ大全〕 

ゲーム機（ニンテンドーD 
S ）本体をご持参ください。 

ソフトを持っていない人、 
ルールが分からない人も参

加できます。ご家族での参 
、加も大歓迎貝 〈参加無料〉ノ 

  

ノ 

大会当日、スタッフがゴニ

ンカンの遊び方をわかりや

すく解説。競技には参加し

ませんので、初心者も気軽

に参加できます。 

参加料・・・1,000 円（昼食付） 
、高校生以下は無料 
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人権標語コンテスト
入賞作品 生命はね たったーつの たからもの 喜良市小学校 5 年・秋谷拓弥 

教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

皿
（
5
3)
2
1
1
1
 
内
線
3
1
8
 

団
和
用
＜
だ
さ
い
 

便
利
な

e
~
T
a
X
 

五
所
川
原
税
務
署
 
m
(3
4)3
1
3
6
 

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
た
り
悩
ん
だ
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

青
森
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ

ー
 

皿
0
1
7
(
72
1
)
3
5
3
2
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
 

0
1
2
0
(
0
0
1
)
1
1
9
 

・

ー
 
。
J
 

、 

介護福祉課内線271 ---276 

介護保険料第 6 期の

納期限です。 

忘れずに 

納めましよう 

1月4日（木）は 

収納課内線431 --439 

市（県）民税第 4 期 

国民健康保険税第6期の 

納期限です。 

忘れずに 

納めましよう。 

五所川原市役所 須I35- 2111 	平成18年12月1511 I6 

狂
犬
病
を
正
し
＜
 

理
解
し
ま
し
よ
う
ー
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
3
 

先
月
、
8
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に

か
ま
れ
日
本
に
帰
国
後
に
狂
犬
病
を
発

病
し
死
亡
し
た
事
例
が
報
道
さ
れ
、
危

機
意
識
の
希
薄
化
と
知
識
不
足
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は
、
か
ま

れ
た
直
後
に
は
発
病
し
ま
せ
ん
が
、
発

病
す
る
と
ほ
ぼ
1
0
0
％
死
亡
し
治
療

法
が
な
い
お
そ
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
 

日
本
で
は
、
1
9
2
0年
代
に
年
間
約
 

3
5
0
0
件
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
が
、
 

検
疫
や
野
犬
対
策
、
狂
犬
病
予
防
注
射

が
効
果
を
上
げ
、
1
9
7
0
年
の
ネ
パ
 

ー
ル
で
犬
に
か
ま
れ
た
事
例
を
最
後
に

こ
れ
ま
で
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

し
か
し
、
世
界
で
は
今
日
で
も
狂
犬

病
に
よ
り
年
間
4
万
人
5
6
万
人
が
死

亡
し
て
お
り
、
人
間
を
は
じ
め
と
す
る

他
の
ほ
乳
動
物
も
感
染
し
ま
す
。
感
染

源
と
し
て
は
、
犬
以
外
に
も
コ
ウ
モ
リ

や
ア
ラ
イ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
日
本
に
お
い
て
も
、
ペ

ッ
ト
の
密
輸
や
犬
を
連
れ
た
外
国
籍
船

に
よ
る
狂
犬
病
の
脅
威
は
十
分
に
あ
り

ま
す
。
韓
国
で
も
一
度
は
撲
滅
し
た
か

に
思
え
た
狂
犬
病
で
し
た
が
、
予
防
注

射
率
の
低
下
に
よ
り
再
び広
が
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本

に
お
け
る
予
防
注
射
の
実
施
率
が
年
々
 
 

減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
非
常
に
憂

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
 一
度ま
ん
延
す
る

と
野
生
動
物
に
も
広
ま
り
、
現
状
ま
で

に
回
復
す
る
の
は
容
易
で
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
犬
を
お
と
な
し

く
す
る
た
め
の
注
射
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
他
の
病
気
の
予
防
注
射
は
任
意
で

す
が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
犬
を
飼
養

す
る
上
で
の
義
務
で
す
。
ま
た
、
犬
の

登
録
は
血
統
証
と
は
全
く
異
な
る
も
の

で
す
。
狂
犬
病
か
ら
愛
犬
と
飼
い
主
や

家
族
、
そ
し
て
近
隣
住
民
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
犬
の
一
生
に
一
度
の
登
録
と
年
一
回

の
予
防
注
射
は
、
飼
い
主
の
義
務
と
し

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
本
人
は
犬
や
猫
を
み
る
と無
防
備

に
触
れ
が
ち
で
す
が
、
特
に
海
外
で
は

野
犬
や
野
生
動
物
に
は
む
や
み
に
手
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
万
一

狂
犬
病
が
否
定
で
き
な
い
犬
な
どに
か

ま
れ
た
時
に
は
、傷
ロ
の
洗
浄
消
毒
後
、
 

医
療
機
関
で
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を
早
期

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
犬
の
飼
い
主
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
以
外
に
も

放
し
飼
い
を
し
な
い
こ
と
や
散
歩
を
す

る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
フ
ン
公
害
や

無
駄
吠
え
な
ど
、
近
隣
住
民
の
迷
惑
と

な
ら
な
い
よ
う
に
適
正
に
飼
養
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
 

市
で
は
二
十
歳
を
迎
え
立
派
な社
会

人
と
し
て
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祝
し
、
 

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
の
対
象

者
に
は
、
1
2月
上
旬
に
は
が
き
で
通
知

し
ま
し
た
が
、
学
校
や
仕
事
の
都
合
で

市
外
に
居
住
し
て
い
る
市
出
身
者
の
方

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
早
め
に
ご連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

1
9年
1
月
7
日
目
 
1
4時
、
 

受
付
1
3時
、
1
3時
5
0分
（
時
間厳
守
）
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
対
象
者
 
昭
和
6
1年
4
月
2
日
、
昭

和
6
2年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

※
当
日
は
市
浦
、金
木
地
区
か
ら
送
迎

バ
ス
を
運
行
しま
す
。
申
込
み
は
郵

送
さ
れ
た
は
が
き
を
利
用
く
だ
さ
い
。
 

・

市
浦
総
合
支
所
発
 1
2時
 

・

金
木
総
合
支
所
発
 
口
時
3
0分
 

e
~
T
a
x
（
国
税
電
子申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
を
使
え
ば
、こ
ん
な
こ

と
が
で
き
て
大
変
便
利
で
す
。
 

●

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税

及
び
印
紙
税
の
申
告
が
で
き
ま
す
 

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
が
で
き
ま
す
。
 

●

す
べ
て
の
税
目
の
納
税
が
で
き
ま
す
 

回
数
の
多
い
手続
き
が
大
変
便
利
に

な
り
ま
す
。
（
特
に
、源
泉
所
得
税
の

毎
月
納
付
分
）
 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
モ

バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
て
納

税
が
で
き
ま
す
。
 

●

申
請
・
届
出
等
が
で
き
ま
す
 

青
色
申
告
の
承
認
申
請
、納
税
地
の

異
動
届
出
、
電
子
納
税
証
明
書
の
交
付

請
求
、
法
廷
調
書
の
提
出
な
ど
が
で
き

ま
す
。
 

◆
手
続
き
な
ど詳
細
は
 

①
全
国
一
律
市
内通
話
料
金
の
「
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
」
m
o
5
7
0
1
0
1
5
 

9
0
1
利
用
時
間
／
平
日
9
、
1
7時

②
e
~
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

「
「
で
【
ミ芝
国
ミ・
の
・
ta
x・n
ta
・
叩o・jp
 

職
場
の
問
題
に
関
す
る
様
々
な
ご
相

談
に
専
門
の相
談
員
が
応
じ
て
い
ま
す
。
 

●

月
、
金
曜
日
 
 
1
4時

、
2
0時

土
曜
日
  
B

時
、
1
8時

青
森
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー
 

（相
談
無
料
）
 



君の一言で 自分もスマイル 相手もスマイル  
人権標語コンテスト

入賞作品 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

講
習
会
（
無
料
）
 

受
講
者
募
集
 

五
所
川
原
市

雇
用
創
出
協
議
会
 

m
(3
8)4
5
91
 献
（3
8)
4
5
9
2
 

県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

皿
0
1
7
2
(6
2)
4
5
27
 

次
の
と
お
り
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
 

申
込
方
法
、
費
用
な
ど
詳
細
は
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

1
2月
1
7日
目
 

日
曜
観
察
会
⑨
 

木
村
啓
氏
「
楚
珠
山
の
冬
野
生
植
物

を
観
察
調
査
す
る
」
…
津
軽
植
物
の
会

等
で
活
躍
し
て
い
る
木
村
氏
と
一
緒
に

セ
ン
タ

ー
周
辺
で
冬
の
植
物
を
楽
し
く

観
察
し
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
不
要
。
 

1
月

6
日
仕
 

新
春
驚
珠
山
登
山
 

「
一
年
の
計
は
楚
珠
山
に
あ
り

ー
」
と

恒
例
に
な
っ
て
い
る
人
気
行
事
で
す
。
 

新
年
、
誰
も
ま
だ
歩
い
て
い
な
い
楚
珠

山
を
、
参
加
者
全
員
で
ラ
ッ
セ
ル
し
な

が
ら
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。
 

1
月
7
日
日
s
8
日
（
祝
・月
）
 

少
年
少
女
自
然
探
検
隊
 

年
2
回
、
夏
と
冬
に
開
催
さ
れ
る
人

気
の
行
事
で
す
。
今
回
の
タ
食
は
、新

年
の
干
支
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
の
肉
が入

っ
た
カ
レ
ー
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
達

が
力
を
合
わ
せ
て
冬
の
楚
珠
山
を
楽
し

む
行
事
で
す
。
 

写真付き住基カード 

「住基カード」の交付手続、手数料などについては市役所民生部市民課窓口係にお問合せください。 

市民課窓口係 内線 203 。 205 
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、
 

住民基本台帳カー 

踊孟鴛ム日ま鴛 
生年月日 昭和中中年＊申月＊＊日 性別女 

こ，臨ま語二丁目2番I号 
連絡先 市民課 電話ax）ー凸ムムーam 

※写真付き住基カードは「金融機関等による
顧客等の本人確認及び預金口座等の不正な
利用の防止に関する法律」等で本人確認書
類とされるなど、このほかにもさまざまな
場面で活用されています。 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

運転免許証などと同様に公的証明書として利用できます 

こんな時に便利！【公的な証明書としての活用例】 

● 郵便貯金・銀行口座の新規開設の時 

● 携帯電話・クレジットカード等の契約の時 

● 利子・配当・償還金の受け取りの時 

● 簡易生命保険の加入、保険金の受け取りの時 

● 書留郵便等の受け取りの時 

● 住民異動届出の時（転入・転出・転居） 

● 戸籍の届出の時 

● パスポート発行の時 

● 献血をする時 

● ゴルフ場利用税の非課税の証明の時 

● 身障者などの小額預金利子所得非課税の申請の時 

● 行政機関の個人情報開示請求の時 

い
賓
。図
丁
 

M
A
N〇
G
A
M
ー
馬
ノ
神
山
）
 

馬
ノ
神
山
の
自
然
と
親
し
み
、
ス
キ
 

ー
・
ボ
ー
ド
を
楽
し
も
う
。
 

◇
オ
ー
プ
ン
 
1
2月
2
4日
同
 

◇
イ
ベ
ン
ト
 
ナ
イ
タ
ー
、
ス
キ
ー
レ

ッ
ス
ン
、
M
A
N
O
G
A
M
I
ツ
ア
 

ー
、
M
A
N
o
GA
M
I
大
会
、
春

ス
キ
ー
な
ど
 

郵
便
局
か
ら
の
お
願
い
 

五
所
川
原
郵
便
局
 

皿
（
3
4)
3
2
01
 

1
2月
2
5日
頃
か
ら
1
月
初
め
に
か

け
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
が
配
達
に
お

伺
い
し
ま
す
。
慣
れ
な
い
配
達
で
す
の

で
、
愛
犬
は
郵
便
受
け
箱
か
ら
離
れ
た

位
置
に
お
つ
な
ぎ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
いた
し
ま
す
。
 

1
2月
1
5日
囲
よ
り
年
賀
状
の
引
き
受

け
が
始
ま
り
ま
す
。
大
切
な
新
年
の
ご

挨
拶
で
あ
る
年
賀
状
を
元
旦
に
お
届
け

す
る
た
め
に
「
郵便
番
号
の
記
載
」
と
 

「な
る
べ
く
1
2月
2
5日
月
ま
で
の
差
し

出
し
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

鳥
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

観
光
客
誘
致
や
地
場
産
品
の
販
売

促
進
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
精
通
し
た
人

材
育
成
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
級

の
み
求
職
中
の
方
が
対
象
で
す
。
 

●

初
級
者
コ
ー
ス

（
全3
回
）
 

1
0時
5
1
2時
 
1
3時
、
1
5時
 

・

2
月
2
2日
困

…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
基

礎
知
識
 

・

3
月
1
日
困

…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ビ

ル
ダ
ー
の
基
本
操
作
1
 

・

3
月
8
日
困
…
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ビ

ル
ダ
ー
の
基
本
操
作
2
 

●

中
級
者
コ
ー
ス
（
全2
回
）
 

1
0時
5
1
2時
 
1
3時
、
1
5時
 

・

3
月
1
5日
困
…
W
e
b
サ
イ
ト
を
作

成
す
る
際
に
知
っ
て
お
く
と
よ
い
デ

ザ
イ
ン
の
基
礎
知
識
 

・

3
月
2
2日
困
…
見
や
す
く
ひ
き
つ
け

る
W
e
b
サ
イ
ト
に
す
る
た
め
の
コ
ツ

◇
会
場
 
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
1
 
1
階
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

◇
定
員
 
各
コ

ー
ス
先
着
2
0名
 

◇
申
込
期
限
 
2
月
9
日
囲
ま
た
は
定

員
に
な
り
次
第
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いしめるな いしめた七の時 思の迫 栄小学校 6年’諏訪晃樹 」 入賞作品 ‘ 

凍結対策は 
こまめな水抜操作で 
万全に！ 

寒い冬。この時期に注意

しなければならないのが、 

水道の凍結です。特に、お G 

休み前の「つい、うっかり」、 

もし凍結したら 
凍結した場合は、早めに

自分でできることをやって

みましょう。初期段階では、 

意外と簡単に解ける場合も

あります。それでも解けな

い場合は、指定給水工事事

業者へ依頼してください。 

軽い凍結の修理 蛇口のハンドルを無理に回さない 軽い凍結の修理 

で、露出している部分にタオルなどを巻きつけて、 

お湯を少しずつかけてください。軽い凍結の場合は

これで解凍できます。 

水洗トイレの場合 ストーブなどの暖房器具を使っ

て、ゆっくり時間をかけて解かすのが最適です。 

《注意》蛇ロなどに直接熱湯をかけたり、直火を当

てたり、電気を直接接続したりすると、破裂や

火災の原因となります。ヒーターや電気解氷機の

使用の際は、取扱説明書に従って使用して＜ださ

い。 

凍結修理の費用 凍結修理の費用は、皆さまの負担

となります。また、この金額は、修理に使った材料

などによっても異なります。 

五所川原市立高等看護学院胤
職員採用試験 

五所川原市立高等看護学院 TEL 34-2715 

◇職種及び採用予定人員 専任教員 1名 

◇受験資格 昭和42年4月2日以降に生まれ、次のい

ずれかに該当する方 

・保健師、助産師または看護師としてーつの業務に 

3年以上従事した方で、大学において教育に関す

る科目を履修した方 

・保健師、助産師または看護師として 5年以上業務

に従事した方で、専任教員として必要な研修を受

けた方 

◇試験日時 19年I月30日因  10時30分 

◇試験会場 市立西北中央病院 C棟 2階大会議室

◇試験方法 作文、面接及び書類審査

◇受験申込期限 19年 1月22日網） 

※受験申込みの「提出書類」 「受付

期間」等、詳細は高等看護学院へ

お問い合わせください。 

平成19年版青森県統計年鑑
予約申込みのお知らせ 
青森県統計協会では、青森県に関する様々な最新

データを幅広く掲載した「平成19年版青森県統計年

鑑」を発行します。職場等においても活用していただ

ける総合統計書となっておりますので、ぜひ、お求め

ください。入荷は 3月上旬頃の予定です。 

価 格：1冊 4,500円（消費税込み） 

申込期限：12月27日困 

申込先】企画課統計係 内線464 

平成 年亜業統叶 

経済産業省は工業統計調査を12月31日現在で実施

します。工業統計調査は、全国の製造業を営む事業所

の 1年間の生産活動に伴う製造品出荷額、原材料出荷

額等を調査し、産業別、規模別、地域別に製造の実態

を明らかにすることを目的として行います。 

調査結果は 『国や地方公共団体が行う産業振興政

策、中小企業対策等の施策・計画の基礎資料として利

用されるほか、企業、大学等の研究資料、小・中・高

等学校の教育資料等広範囲の分野に活用』 されます。 

調査は、12月中旬から来年 1月にかけて、都道府

県知事が任命した調査員が対象となる事業所を訪問

し、調査票に記入を依頼する方法によって行います。 

お忙しい時期とは存じますが、調査の対象となる事

業所の皆様のご協力をお願いします。 

なお、皆様からご提出いただく調査票については、 

統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、 

正確なご記入をお願いします。 

（問い合わせ先）企画課統計係 内線464 

r、つ 

G 
0 
	 a 

「面倒くさい」などで水抜き操作を怠ると、翌朝、“水

道が凍結して、水が使えない！!”ということになりか

ねません。凍結のない、快適な冬を過ごすためにも、 

正しくコマメな水抜き操作を忘れずに！ 

正しい水抜き操作 水抜栓・不凍給水栓のハンドル 

’ をきちっと最後まで閉める。 （中途半端の状態です

と、凍結や漏水の原因になりますので注意してくだ

さい） 

長期不在のときは 

①水洗トイレの水抜栓を締め、ロータンクの水抜き

をする。 

②給湯器の水抜栓を締め、器具の水抜きをする。 

※住宅の通気ロを閉めてお＜と凍結防止になります。 

gIII1 を実施 

 

し富す 
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健 康 推 進 課 B35-2111（内線223・224・225) 
保健センター金木 B53-2111（内線154・155口56) 
保健センター市浦 B27-7733 

ら尾一 健康学校 
1月生募集中 

『サイズダウン』 

TEL27-7373 FAX27-7272 
1月の毎週水曜日（全4回）にサイズダウンをテー 

マにした教室を開催。正しく学んで、楽しく実践！ 

日 時…1月10日、17日、24日、31日 
11時30分～14時 

持ち物…水着、バスタオル、フェイスタオル（レン 

タルもあります） 

参加費…全4回で7,000円（入館料込み） 

お弁当のご予約もできます（別途金） 

特 典・・・1月の受講生は 1月中ならいつでも施設利 

用が無料になります！ 

申込締切・・・1月3日困または定員20名 

平成19年 
五所川原地区合同除厄祈願祭 

参加者募集 
◇2月11日旧）建国記念の日 受付14時～ 

祭事及び式典15時～17時 オルテンシア 

◇対象者 

男性・・・昭和41年4月2日～42年4月1日生まれ 

女性…昭和50年4月2日～51年4月1日生まれ 

◇会費 男女とも一人 7,000円 

◇会費の納入方法 次の銀行へお振込みください。 

・青森銀行五所川原支店 普通 1103599 

・みちのく銀行五所川原支店 普通 2034055 

（口座名義）五所川原地区合同除厄祈願祭 

実行委員会 会計 相馬利佳 

※両銀行とも名義人は同じ。五所川原支店備え付けA 

TM以外からの振込みは手数料がかかります。 

※準備の都合がありますので、1月19日囲までに参加 

申込み及び会費振込みをお願いします。 

◆申し込み・お問い合わせ先◆ 

《事務局》五所川原市役所内 

税務課 岡田正人 内線425 

下水道課 境 正明 内線313 

市民課 西村実洋 内線205 

救急医療当番医 
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人権奪潟言スト 1  見つけよう みんなの個性と  やさしさを 栄ノト学校 6年 渋合工慧 

血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が相
談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

市 浦 
し～うらんど海遊館 12月20日困 12: 30-l3 :30 
保健センター市浦 12月26日因 10: 00-Il :00 

ぐ母と子の相談日（ェソゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや悩

みを話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利用も
可能ですので、お気軽においでください。 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

日 	時 実施場所 内 	容 

1月17日困 

10: 0&-12: 00 
13 : 00-15 : 00 

※午後は予約相談 
※子育てサロン同時開催 

保健センター 

五所川原 
・各月齢での成長（身体

計測）・発達の確認、 

育児、遊び、栄養（離
乳食）の相談 
・子育て等に関する勉強

会、情報交換 

1月19日囲 

9 : 30--I1 :30 
保健センター 

金木 

1月24日困 

10 : 00-12 : 00 
保健センター 

市浦 

乳 幼 児 健 診 ） 
◆内 容…小児科診察、歯科診察（ 1歳 6 か月児・3歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（4か月児）等

◆受付時間…12:15-12:30 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4 か月児健診 
1月 9 日

因 

保健センター 

五所川原 

全地区 

平成18年 8月生まれ 

l歳6か月児

健診 

1月23日
因 

保健センター 
五所川原 

五所川原地区 
平成17年7月生まれ 

3 歳児健診 
1月18日
困 

保健センター 

五所川原 
五所川原地区 
平成15年 9月生まれ 

*3歳児健診については、事前にアンケート記入等があります
ので、個別に通知いたします。 

＜お願い＞健診に来られない場合や病院で健診を受けた場合、 
すでに健診を受診した場合等は、ご連絡くだされば、相談に
応じます。五所川原地区での実施については、駐車場が混雑
しますので、市役所馴車場をご利用ください‘ 

く献血のご案内（バス巡回）) 
期 日 時 	間 場 	所 

1月10日困 

（成分献血） 
9 : 30-14 :30 保健センター五所川原 

1月11日困 

9 :3()-fl: 00 五所川原消防署 

12 : 30-14 : 00 老人保健施設「緑風苑」 

15: 00-16: 00 五所川原保健所 

1月15日旧） 

（成分献血） 
10 : 00-16 : 00 保健センター金木 

※成分献血は採血に 1時間程度かかるため、I回の実施人数に制
限があります。協力してくださる方は電話で申し込みください。 

月 	日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話 

12月23日 土 白戸胃腸科外科医院 栄町64-1 34-6211 

12月24日 日 冨田胃腸科内科医院 みどり町4-128 34一3211 

12月29日 金 桂整形外科医院 弥生町16-I 34 -3737 

12月30日 土 佐藤内科小児科医院 弥生町4-2 35一4155 

12月31日 日 増田病院 新町41 34- 2727 

※ 1. 対応時間（電話で確認） 9時から17時まで 
2. その他、消防署（救急病院紹介電話34-4999）でも紹介 

します。 
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~～高脂血症を予防するメニユー～ 

．鯖の些味焼き 

＠り彦湾彰老撫鷺鷲紗 

■材料（2人分） 

サバ（1切れ80 g）・・・ 2切れ A「酒 	大さじ1 
塩 J血 	‘」、‘ニレ Ifojり ”~醤油 	小さじ1 
三つ葉 	  20 g 
七味唐辛子 	適宜 h「酢・・・大さじ1/2強 
ー』ー‘口  	，～、 	Dl ~LJ．‘一 	『 」一‘．,、 J 一 

＼二＝ーー 	wug 」竺警コ二yZノ三 

■作り方

① サバは両面に軽＜塩をふ 

り、Aをふってしばらく 

お＜。 

② ①のサバを焼く直前にペーパータオルで水けを

ふき、七味唐辛子をまぶす。天板にオーブンシ 

ートを敷いてサバをのせ 200でのオーブンで中

に火が通るまで焼く。 

③ 大根はすりおろして水けを絞り、Bを混ぜる。 

三つ葉を加え、和える。 

④ 器に焼き上がったサバを盛り付け③を添える。 

＊サバやイワシなどの青魚に多く含まれている不

飽和脂肪酸のDHAやEPAは血液中の中性脂

肪やコレステロールを減少させ、血流をよ＜す

る作用があります。DHAにはさらに視力や記

憶学習能力を向上させる効果もあるので、これ

からの受験シーズンにむけて積極的に食事に取

り入れましよう。 

大さじ1 
小さじ1 

	ノ 

C 年宋郎始⑩桑務と休館察肉  
.' 

ノ 

年末年始、市の各施設は次のとおり休業します。 

本庁・総合支所・各支所・中央公民館・金木公民館 

働く婦人の家・勤労青少年ホ一ム・サンビレッジ五所川原 
五所川原職業訓練センタ― 

12月29日岡～1 月 3日困 

太宰治記念館「斜 ~陽館」・津軽三味線会館 12月29日岡 

図書館・伊藤忠吉記念図書館・っがる克雪ド一ム・市民体育館 12月28日困～1月 4日困 

五所川原市歴史民俗資料館・旧平山家 12月27日困～1月 4日困 

西北中央病院・金木病院（ただし、急患の場合は随時診療いたします） 
市浦医科・歯科診療所 

12月29日岡～1月 3日困 

金木観光物産館〈マデイニ―> 12月31日旧） 

道の駅 十三湖高原〈ト一サムグリ一ンパ一ク〉 12月31日旧）~1月 3日困 

し～うらんど海遊館 
12月30日出～1月 3日困 

(17 :00まで入館 18:00で終了） 

ごみ収集につ 
／
 
、
 

境整備事務1合か ら⑩餓』らせ 

◆年末年始のごみ収集について 

年オ、イ「始のごみ収集は、12月31日旧）から 1月3日困

までの期間休ませていただきますので、休み期間中は

絶対にごみ集積所にごみを出さないようご協力をお願

いします。 

収集日程の詳細については、ごみ収集カレンダー・

チラシでご確認ください。 

◆―般廃棄物最終処分場への 

搬入について 

年末年始の野里及び金木・市浦一般廃棄物最終処分

場への燃やせないごみの搬入については、12月31日旧） 

から 1月3日困までの期間休ませていただきます。 

問い合わせ先 環境対策課 内線233・234 

◆西部クリーンセンター（稲垣）の年末年始の利用について 
12月31日（日）から 1月3日困までの期間休ませてい 

ただきます。 

◆北部・中央クリーンセンターへのし尿の搬入について 
12月29日囲から 1月3日困までの期間休ませてい

ただきますので汲み取り依頼はお早めにお願いします。 

〈問い合わせ先〉西部クリーンセンター 皿46一2141 

西北五環境整備事務組合 1EL36 -3004 

霧薦｝。ペツト 火葬場か ら⑩ お知 せーン 
斎 	場…1月1日旧)~1月2日因は休みます。 

ペット火葬場・・・12月29日囲～1月3日困は休みます。 

〈問い合わせ先〉葬斎苑：五所川原市役所 皿35-2111 

金木斎場：金木総合支所 TEL53-21 11 

市浦露草斎苑：市浦総合支所 1EL62-21 11 

ペット火葬場：環境対策課 内線233・234 

＝霧霧古紙配合率100% 	 五所川原市役所 B35- 2111 	平成18年12月15日 20 


